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「本人の希望に応じた勤務体制にする等の労働条件の改善に取り組んでいる」が 

６６．４％で最も高い 

Ⅳ訪問介護員、介護職員に関して 
 １ 早期離職防止や定着促進のための方策 
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本人の希望に応じた勤務体制にする等の

労働条件の改善に取り組んでいる

職場内の仕事上のコミュニケーションの

円滑化を図っている

（定期的なミーティング、意見交換会、チームケア等）

残業を少なくする、有給休暇を取りやすくする等の

労働条件の改善に取り組んでいる

非正規社員から正規社員への

転換の機会を設けている

能力や仕事ぶりを評価し、

賃金などの処遇に反映している

悩み、不満、不安などの相談窓口を設けている

（メンタルヘルス対策を含む）

仕事内容の希望を聞いて配置している

業務改善や効率化等による働きやすい

職場作りに力を入れている



 ２ 人材育成の取組みのための方策 

37 

いずれの職種・就業形態においても、 

「教育・研修計画を立てている」が最も多い。 
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教育・研修計画を立てている

教育・研修の責任者（兼任を含む）もしくは担当

部署を決めている

採用時の教育・研修を充実させている

職員に後輩の育成経験を持たせている

能力の向上が認められた者は、配置や処遇に反映

している

法人全体（関係会社を含む）で連携して育成に取

り組んでいる

自治体や、業界団体が主催する教育・研修には積

極的に参加させている

地域の同業他社と協力、ノウハウを共有して育成

に取り組んでいる

その他

いずれも行っていない

無回答

訪問介護員正規職員(n=2,235)

介護職員正規職員(n=4,923)

訪問介護員非正規職員(n=2,861)

介護職員非正規職員(n=4,952)


